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序論 

研究の対象 

本論文は、12 世紀アルメニア教会の総主教・カトリコスにして神学者であるネルセ

ス・シュノルハリ（Ներսէս Շնորհալի, Nersēs Šnorhali、在位 1166-1173）という人物

の思想、とりわけキリスト論を研究の対象とする。アルメニア語で「恵み（šnorh）に

満ちた（li）」を意味する「シュノルハリ」の称号を持つネルセス・シュノルハリは、そ

の名にふさわしく教会の指導者としてだけでなく、神学をはじめとする諸学問に加え、

詩作・作曲など多方面にわたって才能を発揮し、アルメニア文学史上最も多作な著述家

の一人として知られる。また彼は、ビザンツ皇帝マヌエル 1 世コムネノス（在位

1143-1180）の時代にビザンツ・アルメニア教会間で交わされた教会合同をめぐる議論

の当事者でもあった。マヌエル 1世の治世下、イスラーム諸勢力や十字軍諸侯から東方

の領土を奪回しつつあったビザンツ帝国は、帝国東方のフロンティアに居住するアルメ

ニア人・シリア人との同盟を強化する目的で、カルケドン公会議をめぐる教義上の不一

致によって分かれたアルメニア・シリアの両教会に対して合同を働きかけた。この教会

合同をめぐる議論において、アルメニア側の代表としてビザンツとの交渉および神学討

論の場に立ったのがネルセス・シュノルハリである。 

教会合同に向けた交渉の過程と内容は、ネルセス・シュノルハリの弟子ネルセス・ラ

ンブロナツィの手で編纂されたアルメニア語の書簡集1と、1169 年と 1172年の二度にわ

たってネルセス・シュノルハリの許に派遣され直接討論を行ったビザンツの使者テオリ

アノスによって書き残された議事録2からうかがい知ることができる。これらの一連の

書簡およびテオリアノスとの討論において最も重要な論点となったのは、キリストの神

人性に関する教理的表現の不一致であった。451 年に開催されたカルケドン公会議と、

その前後に生じたキリストの神性と人性の合一をめぐる神学論争によって、シリア・エ

ジプトそしてアルメニアの東方諸教会が「分離」したことは周知の通りである。ビザン

ツ帝国にとっての教会合同とは、カルケドン以来正統信仰から「逸脱」したアルメニア

教会が、教義や典礼における自らの「誤り」を修正し、ビザンツ側にとっての「正統」

を受け入れることに他ならなかった。この文脈でのビザンツ的「正統」教義とはすなわ

ち、「一つのヒュポスタシス（ペルソナ）における二つの本性」を奉じるカルケドン信

                                                   
1 教会合同関連の書簡群は、『聖ネルセス・シュノルハリ書簡集』の中に収録されている。ネル

セス・シュノルハリの全書簡を集めた『聖ネルセス・シュノルハリ書簡集』は 1799 年にサンク

トペテルブルクで初めて出版された。その後、1860 年にイスタンブル、1865 年にエチミアジン、

1871年にエルサレムで出版されている。本稿はエルサレム版（1871年）を参照している。

Ընդհանրական Թուղթք Սրբոյն Ներսիսի Շնորհալւոց (Յերուսաղէմ, 1871).（以下 T῾ułt῾k῾） 
2 Θεωριανοῦ ὀρθδόξου διάλεξις πρὸς τὸν καθολικὸν τῶν Ἀρμενίων’. Jacques Paul Migne (ed.), 

Patrologiae Cursus Completus Series Graeca, vol. 133 (Paris: Imprimerie Catholique, 1864), 119-297. 
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条に他ならない。それに対して、アルメニア側は、カルケドン公会議の否認を正式に表

明した 6 世紀以来、「神性と人性が合一した一なる本性」という教理的表現を正統教義

として受容しており、教会合同の実現を目指す過程では、この異なる二つの神学的伝統

の間に存在する教義上の差異が議論された。 

 また、ビザンツ・アルメニア間の教会合同問題は、5世紀以来のキリスト論論争の

延長線上にあると同時に、当時の東地中海世界の複雑な政治情勢にも左右された。ネル

セス・シュノルハリが生きた 12世紀は、バグラトゥニ朝アルメニア王国の崩壊（884-1045

年）とそれに続くセルジューク朝の侵攻を受けて故地を離れたアルメニア人貴族たちが、

ビザンツ帝国の東方フロンティアであるユーフラテス沿岸北部やアナトリア半島東南

部のキリキア地方に新たな封土を与えられて定住しはじめた時代である。こうしたアル

メニア人の有力家系は、ビザンツ帝国だけでなく十字軍諸侯や時にはルーム・セルジュ

ーク朝、ザンギー朝といったイスラームの諸勢力とも結びつきながら、1198/9 年に正式

に王国として承認され、その後 14 世紀まで存続するキリキア・アルメニア王国の基礎

を形成していった。それに伴い、アルメニア人の政治的・文化的拠点もまたコーカサス

およびヴァン湖周辺地域から東地中海沿岸のキリキア地方へと移動していく。ビザンツ

帝国・十字軍諸公国・イスラーム諸王朝が割拠する中で、故地を追われたアルメニア教

会の地盤はきわめて不安定であった。そのような状況下で教会合同をめぐる議論に参加

することになったネルセス・シュノルハリは、アルメニア教会の神学的伝統だけでなく、

教会そのものの存続や、アルメニア人社会全体の利益なども考慮に入れた上で行動しな

ければならなかった。 

研究史と本研究の位置づけ 

この教会合同をめぐる議論における「神学論争」としての側面と、外交・政治上の問

題としての側面のいずれに焦点を当てるかという点で、ネルセス・シュノルハリに関連

する先行研究には二つの流れが存在する。一つは、アルメニアの歴史研究者 A. Bozoyan

の研究を始めとする、教会合同をビザンツ帝国の東方フロンティアにおける軍事政策お

よび宗教政策の一環ととらえ、ネルセス・シュノルハリの書簡を史料として分析の対象

にした研究である。もう一つは、ネルセス・シュノルハリの書簡をアルメニア教会にお

ける「正典（カノン）」として位置づけた上で分析の対象とした研究である。後者の研

究におけるネルセス・シュノルハリに対する評価は、研究者自身が何をキリスト教の「正

統」とするかという点に大きく左右されてきた。その原因は、主にネルセス・シュノル

ハリのとった独自の神学的立場にある。 

ネルセス・シュノルハリは、アルメニア教会が奉じる「受肉したロゴスの一なる本性」

という表現と、それと対立するカルケドン信条の「一なるヒュポスタシス（ペルソナ）

における二つの本性」という表現について、一方が真で他方が偽という二者択一ではな

く、ロゴスの受肉という本来語りえざる真実を言語化する上で相補的な関係にあり、共
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に教義として有効であると主張した。アルメニア教会は、5世紀末から 6世紀初頭にか

けてドウィンで招集された一連の教会会議でカルケドン公会議の否認を宣言して以来、

キリストの「一なるヒュポスタシス（ペルソナ）における二つの本性」というカルケド

ン的教理を退け、「合一した一なる本性」という教理的表現を採用しながらも、カルケ

ドン公会議の承認を求めるビザンツ帝国の圧力や、カルケドン派を支持するアルメニア

人の存在によって、絶えずカルケドン派と反カルケドン派のあいだで揺れ動いていた。

7 世紀以降イスラームの征服によってギリシア・ローマ的キリスト教世界と政治的に分

断されたアルメニア教会は、ビザンツ的伝統であるカルケドン主義を排除し、「受肉し

たロゴスの一なる本性」という表現に立脚するキリスト論を正統教義として確立した。

しかし、9 世紀から 10 世紀にかけてビザンツ帝国が再びその領域を拡張させていく中

で展開されたビザンツの軍事・外交政策でアルメニア人が重要な位置を占めるようにな

ると、再びカルケドン派・非カルケドン派が衝突する事態が生じた。そして、その都度

アルメニア人神学者たちは自身の「正統教義」に則り、「二つの本性」という教理に対

する反駁を展開していった3。ネルセス・シュノルハリもまたカルケドン派との論争を

展開したアルメニア人護教家の伝統の中に位置づけられるが、彼のキリスト論的教理に

関する叙述は、カルケドン的な「二つの本性」という表現を必ずしも否定していないど

ころか、むしろその有効性を認めてさえいたという点で、他のアルメニア人護教家たち

とは大きく異なっている。 

このようなネルセス・シュノルハリの姿勢に関して、従来の研究においては大別して

三つの見解が存在する。第一に、アルメニア教会の存続のため政治的配慮ゆえに、ある

いは神学的観点からカルケドン主義の正統性を認めたがゆえに、ネルセス・シュノルハ

リは非カルケドン派からカルケドン派に転向したとする見解である。第二の見解は、ネ

ルセス・シュノルハリは終始アルメニア教会の伝統的な「受肉したロゴスの一なる本性」

というキリスト論を堅持していたというものである。その中でも、アルメニア教会の神

学者による研究では、ネルセス・シュノルハリはアルメニア的伝統の守護者とみなされ

るが、他方カルケドン主義を正統とする立場の研究では、カルケドン派との和解を望み

ながらアルメニア教会の教義を放棄しようとしないネルセス・シュノルハリの態度が日

和見主義として批判されるなど、評価が分かれている。そして、上述のいずれとも異な

る第三の見解は、ネルセス・シュノルハリが推進した教会合同事業を、現代でいうとこ

ろの「エキュメニズム」の先駆けとみなすものである。20 世紀半ばに活発化したエキ

ュメニズム運動にアルメニア教会の代表として積極的に参加するとともに、アルメニア

古典の研究者としても知られるカトリコス・カレキン（ガレギン）1 世（K. Sarkissian）

                                                   
3
 9世紀にコンスタンティノープル総主教フォティオスへの反駁を展開したサハク・ムルト

や、時代は下るがカトリック宣教に対抗した 14-15世紀の神学者タテウのグリゴルなど、ア

ルメニア教会の主要な神学者の多くは、反カルケドンの立場から自らの神学思想を展開し

ている。 
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は、自身が著したアルメニア文学史の入門書においてネルセス・シュノルハリをアルメ

ニア教会史および文学における「すぐれてエキュメニカルな人物 the ecumenical figure 

par excellence」と評価している4。また、アルメニア・カトリックの聖職者にして著名な

アルメニア学者である L. Zekiyan と、現在のキリキアのカトリコスである Aram 1 世（A. 

K῾ēšišean）も、ネルセス・シュノルハリを中世におけるエキュメニズムの先駆者として

位置づけている5。 

このように、ネルセス・シュノルハリが二つの対立する教理的表現の双方の有効性を

認めているがゆえに、彼のキリスト論が「カルケドン（ビザンツ）」的伝統に依拠して

いるか、あるいは「非カルケドン（アルメニア）的伝統に依拠しているか、という問題

は、研究者自身がいずれの立場を「正統」とするかという点に左右されてきた。一方、

「正統・異端」の二分法を乗り越え、「多様性の中の一致」をスローガンとする現代的

なエキュメニズムは、神学論争から生じた宗派間の対立の原因を、信仰そのものではな

く、政治的対立や言語の違いといった外的要因に帰し、教理的表現の差異を「多様性」

の一つとして認める立場をとっている。これは、ネルセス・シュノルハリの立場と一見

一致しているようにも思える。しかし、ネルセス・シュノルハリは、アルメニア教会と

いう長い歴史をもつキリスト教会の長として、当然ながら自身の「正統」概念を持ち合

わせていた。しかし、それが現代のカトリック教会、正教会、アルメニア教会がそれぞ

れ有しているものと同じであるのか、あるいはもし異なるのであればどのように異なる

のかという点は、これまでの研究においては明らかにされてこなかった。同様に、エキ

ュメニズムに立脚する研究も、ネルセス・シュノルハリが描いた教会間の宥和のビジョ

ンと現代における「エキュメニズム」との差異には注意を払ってこなかった。それゆえ、

彼自身がどのような「正統」意識に立脚していたか、そしてその「正統」の文脈の中で

どのような論理展開によって「一なる本性」と「二つの本性」の双方が教理的表現とし

て正しいという結論に至ったかということについては、未だ明らかにされていない。ま

た、ネルセス・シュノルハリが、教会合同に携わる前から一貫して「優れてエキュメニ

カルな人物」であったかどうかという点についても、検討の余地がある。 

 こうした点を踏まえて、以下のようなアプローチからの研究を試みる。１）ネルセス・

シュノルハリが、教会合同の議論に携わる前と後で、どのような思想的変化を経たかに

ついて明らかにするため、彼の生涯と作品を年代順に追う。２）教会合同問題が提起さ

                                                   
4
 Karekin Sarkissian, A Brief Introduction to Armenian Christian Literature (London: Faith Press, 1960), 

47. 
5
 Պօղօոս Լևոն Զէքիեան, Համամիութենական տրամախօսութիւն ՄԸ ԺԲ. դարուն. 

Հայգիտական մատենաշար «Բազմավէպ» 13 (1978); Boghos Levon Zekiyan,  St Nerses Snorhali 

en dialogue avec les Grecs, Armenian Studies/ Études Armeniennes In memoriam Haïg Berbérian 

(Lisboa : Calouste Gulbenkian Foundation, 1986), 861-883; Idem., Quelques traits de la spiritualité de 

l'Église arménienne dans l'horizon de la démarche oecuménique de l'époque, Isabelle Augé & Gérard 

Dédéyan, L'Eglise arménienne entre Grecs et Latins : Fin XIe - milieu XVe siècle (Paris: Geuthner, 2009), 

13-34; Aram I, Catholicos of Cilicia. Saint Nersēs the Gracious and Church Unity. Armeno-Greek Church 

Relations (1165-1173). Antelias. 2010. 
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れた際にネルセス・シュノルハリが置かれた立場を明らかにしつつ、それが彼の神学上

の立場にどのように影響しているか、あるいは影響していなかったかを明らかにする。 

 また、これらに加えて、本論文では「キリスト論」という問題が有する射程を最大

限広くとったアプローチを行う。というのも、キリスト論研究の多くは「本性（ピュシ

ス）」や「ヒュポスタシス」といった存在論上の用語の定義に基づく教理的言語の体系

を明らかにすることに主眼がおかれてきた。しかし、キリストは「受肉したロゴス」、

すなわち「人間となった神」である以上、キリスト論は、人間存在の探求でもある。ま

た、パウロが教会を「キリストの体」と表現したことを踏まえると、キリスト論は教会

論でもある。それゆえ、本論文ではネルセス・シュノルハリの教会論、人間論、宇宙論

など、彼の世界観の総体を明らかにした上で、それがどのようにして彼のキリスト論と

して結実しているかを分析する。 

上述のような本研究のアプローチは、「正統」あるいは「エキュメニズム」という概

念を前提とする先行研究に対する批判ではあるものの、現代における正統やエキュメニ

ズムのあり方においてネルセス・シュノルハリの神学が価値をもたないということを示

すためのものではない。むしろ、ネルセス・シュノルハリが本当に現代にも通用しうる

「正統」概念やあるいは「エキュメニズム」の萌芽ともとれる精神の持ち主であったと

して、そのような思想あるいはメンタリティが、彼が生きた時代の歴史的文脈の中で、

また彼自身の内面における思想的発展の中で、どのように醸成されてきたのかを明らか

にするのが本研究の目指すところである。 

 

論文の構成 

 本論文は、ネルセスの生涯と著作を年代順に追っていくが、研究のテーマである教

会合同の議論の開始の時期（1165 年）を基準に、第 1 部と第 2 部に分けられる。第 1

部において教会合同に携わる前のネルセス・シュノルハリの生涯とその思想的発展を、

当時アルメニア社会が置かれていた「分裂」状態とその克服という観点から論じ、第 2

部において教会合同をめぐる議論の進展とその中で展開されたネルセス・シュノルハリ

のキリスト論について論じる。 
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第１部 

 

第 1部第 1章では、ネルセス・シュノルハリの出自と歴史意識について、『叙事詩』

（1121 年）と題された彼の長編詩に基づいて分析した6。9 世紀後半にコーカサス南部

からアナトリア半島東部のヴァン湖周辺に成立したアルメニア人君主の連合王国であ

るバグラトゥニ朝アルメニア王国は、1045 年にビザンツ皇帝に王権と首都アニを奪わ

れたことで崩壊した。また、その直後にセルジューク朝の軍勢がアナトリア全域を席巻

したことによって、多くのアルメニア人有力者が先祖伝来の土地を捨て、ビザンツ領内

で皇帝の庇護と新たな封土を得るに至った。この一連の出来事を、同時代のアルメニア

人歴史家は、5世紀のアルシャクニ朝アルメニア王国の滅亡とそれに伴うアルメニア人

の離散と重ね合わせ、「二度目の離散」「二度目の故郷喪失」として叙述した。こうした

状況下で、アナトリア半島南部のキリキア地方に勢力を築いたルベニヤン家とヘトゥミ

ヤン家は、後のキリキア・アルメニア王国の基盤となる公国を形成した。ネルセス・シ

ュノルハリを輩出したアルメニアの名家パフラヴニ家も、11 世紀後半にビザンツ領内

のユーフラテス沿岸の封土へと移住した。軍事的・経済的な面では上述のルベニヤン

家・ヘトゥミヤン家に劣るものの、パフラヴニ家は 4世紀初頭にアルメニアをキリスト

教化した聖人であるグリゴル・ルサウォリチの末裔を自称し、11世紀半ばから 13世紀

初頭までおよそ 140 年間にわたってカトリコス座を独占してきた。上述の『叙事詩』は、

ネルセス・シュノルハリの実兄グリゴルがグリゴル 3世カトリコスとして即位した際に

書かれたものである。その中でネルセスは、アルメニア民族の歴史を叙述しながら、地

理的・政治的に分断されたアルメニア人社会を「グリゴル・ルサウォリチの後継者」が

一つにまとめ上げるという未来のビジョンを描き出した。ここでは、「二度目の離散」

によって分断された当時のアルメニア人を一つの共同体・国家へと再統合するというネ

ルセス自身の理想が現れている。 

続く第 2章では、アルメニア教会を含む全世界の教会が分裂状態にあるという現実

とネルセスがどのように向き合ったかを、彼の代表作の一つである『エデッサの哀歌』

（1145-6 年）を中心に明らかにした7。1130 年代後半から 1140 年代にかけて、ヨハネス

2 世コムネノスは二度にわたるキリキア遠征を行った。その際、キリキアのアルメニア

教会や修道院はビザンツ軍により大きな損害を被った。それによってビザンツへの不信

感を強めたアルメニア教会は、第一回十字軍以後にわかに新勢力として彼らの前に現れ

たラテン・カトリック教会との協調の可能性を模索しはじめた。1144-5年のザンギーに

                                                   
6 Ներսէս Շնորհալի,Վիպասանութիւն, Քննական բնագ., ծանոթագր. և առաջաբ. հեղ.՝ Մ.Ս. 

Մկրտչյան (Երևան : ՀՍՍՀ ԳԱԱ հրատ., 1981). 
7 Ներսէս Շնորհալի, Երգեր : Եդեսիայի ողբը: Առաջաբ. և թարգմ.՝ Լ. Միրիջանյան (Երևան : 

Սովետական գրող, 1982) 
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よるエデッサ陥落を題材とした韻文『エデッサの哀歌』において、ネルセスは「西方」

すなわちローマからのキリスト教徒の軍勢がエデッサを奪回する展望を語るとともに、

最初のキリスト教君主として知られるアブガル王の伝説をもつ都市エデッサを舞台装

置として、かつての「全地教会」の記憶を呼び覚ますことで、分裂状態にある教会の「一

致」のビジョンを示そうとした。しかし、そのような楽観的な期待とは裏腹に、第二回

十字軍が失敗に終わったばかりか、1150 年のルーム・セルジューク朝の西進によって

故郷を追われたネルセスは、ユーフラテス川西岸のフロムクラ（現トルコ共和国ルムカ

レ）へ避難し、その結果キリキアのアルメニア人コミュニティから地理的に孤立するこ

とになった。これまでネルセスが描き出してきた「分裂から一致へ」の道は、「歴史」

の必然としてもたらされるマクロなレベルでの救済の希望によって裏打ちされていた

が、アルメニア人社会から切り離され、同胞たるキリスト教徒からの援助も期待できな

いという現実を目の当たりにし、もはやそのような希望を抱くことは難しくなった。 

第 3章では、ネルセスの文学的関心が、人類あるいは教会・民族の歩みとしての「歴

史」から、個人の「信仰」へと移っていったことを、フロムクラ時代に書かれた彼の韻

文や書簡の分析を通じて明らかにした。1152 年に書かれた韻文『子イエス』8と、1160

年代に書かれたと推定される韻文『信とともに告白します』9は、いずれも人間の内面、

とりわけ罪とそこからの救済の渇望を主題としている。これらの作品においてネルセス

は、人間一人一人が自身の罪深さを自覚した上で神と真摯に向き合うことを唯一の救い

の道として描き出している。そして 1166 年にアルメニア教会の全信徒に向けて書かれ

た『回勅』10において、「正統な信仰」とは、各人が「神が常に近くに在る」ことを信じ、

一人一人が神の前で主体的に善をなすことであると主張した。このようにネルセス・シ

ュノルハリは、自身が直面するさまざまな困難からの「救済」を、もはや歴史の必然と

して外部からもたらされるものとしてではなく、人間一人一人が主体となって神に救い

を求め善を為すことでのみ実現されうるものとして考えるようになった。そして、この

「人間一人一人が主体的に行動すること」の重要性は、教会の一致をめぐる彼の言説の

中でも訴えられるようになる。 

                                                   
8 Ներսէս Շնորհալի, «Հիսուս որդի»: Վիպասանական ողբերգություն, գրաբարաց թարգմ. Վ. 

Ղազարյան (Երևան: Ապոլոն, 1991). 
9 Ներսէս Շնորհալի, Հաւատով Խոստվանիմ (Երևան: ԵՊՀ Հրատ., 2013). 
10  
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第 2 部 

 

第 2 部では、1165 年以降のビザンツ・アルメニア間の教会合同をめぐる議論の進展

と、そこで展開されたネルセスのキリスト論について論じる。まず、第 2部第 1章では、

教会合同交渉時にネルセス・シュノルハリが置かれていた状況を詳しく検討した。まず、

ネルセス・シュノルハリが当初抱いていたラテン・カトリックとの同盟への希望は第二

回十字軍の失敗により潰えたことは第 1 部でも述べた通りである。また、ネルセスは

1166年に自身の兄カトリコス・グリゴル3世の後を継いでカトリコスの座についたが、

このときヌールッディーンとの戦いで劣勢に立たされていたラテン勢力に対して、ビザ

ンツ帝国が優位の立場にあった。それゆえ、ネルセス・シュノルハリはビザンツ帝国の

庇護を求めざるを得ない状況であったが、ヨハネス 2世コムネノスのキリキア遠征時に

アルメニア教会が大きな被害を蒙ったことは、彼の記憶に未だ生々しく残っていた。そ

うした状況下で、1165 年にモプスエスティアでビザンツ帝国のキリキア総督アレクシ

オス・アクスフとネルセス・シュノルハリとの会見が行われたことが発端となり、ビザ

ンツ・アルメニア間の教会合同案が提起された。教会合同をめぐる交渉の中でネルセス

が最も重要視したのは、ビザンツによるアルメニア人に対する武力行使を避けることで

あった。続く第 2章では、そうしたネルセスの「外交的配慮」が彼のキリスト論に影響

しているか否かという点を検討した。ここではまず、議論の前提としてカルケドン的キ

リスト論と非カルケドン派のキリスト論の相違について大まかに述べた上で、ネルセ

ス・シュノルハリの 1165年以前と以後のキリスト論を比較した。その結果、上述の「外

交的配慮」が彼のキリスト論に根本的な変質をもたらしたわけではなく、むしろネルセ

スはアルメニア教会の伝統的キリスト論に忠実であったことが明らかとなった。カルケ

ドン的キリスト論では、「本性（ピュシス）」と「ヒュポスタシス」は明確に区別され、

「ヒュポスタシス」として現存するキリストという個的存在の中に、神的本性と人間本

性とが存在する。そしてこの「ヒュポスタシス」の中で神性と結びついていることで、

人間本性は「神化」される。一方、ネルセスが立脚するアルメニア教会の伝統的キリス

ト論は、「本質」「本性」「ヒュポスタシス」といった存在論上の用語にあえて明確な区

別や定義を与えず、「一なる本質・一なる本性・一なるヒュポスタシス」といったよう

に、それらを全て「キリストにおける神性と人性の神秘的合一」を指し示す語として用

いる。ここでは、キリストにおいて現実として成就した神性と人性の一致が、人間の救

済の希望として呈示されている。ネルセス・シュノルハリは、いずれのキリスト論も「語

りえざる神秘」を言語化する上で有効であるということを主張した。 

第 3章では、ネルセスが 1161年に表した宇宙や自然現象に関する韻文『天とその装
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飾について』11というテキストに基づいて、彼のキリスト論が、人間論、宇宙論そして

教会論をも包括するような世界観の総体ともいうべきものであることを論じた。ネルセ

ス・シュノルハリの世界観では、人間は「魂と肉体」という全く性質の異なる「二から

なる一」であり、そして物質世界もまた互いに相反する性質をもつ元素が結びついて成

り立っている。そうした種々の「二（あるいは多）からなる一」は、神性と人性という

決して交わることないはずのものを結合させた究極の「二からなる一」であるキリスト

の存在の内に包摂されている。そして、分かたれた教会が一となることもまた、キリス

トが「相反する二を一とした」という動かざる真実によって保障されている。しかし、

キリストが人間への限りない愛によって神から人間となったように、教会が一となるに

は、互いに対する愛が不可欠であるとネルセスは主張する。 

                                                   
11 Ներսէս Շնորհալի, Յաղագս երկնի և զարդուց նորա; Հանելուկներ; Ողբ Եդեսիոյ, Գ. Ա. 

Հակոբյան, և Լ. Վ. Միրիջանյան (Երևան: Հայաստան, 1961). 
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結論 

 

以上のことから導かれる結論として、第一に、ネルセス・シュノルハリのキリスト論

は、彼の「分かたれたものを一つにする」という問題意識に裏打ちされているというこ

とが指摘できる。初期の作品ではその「一」が人間の意志の及ばない「歴史」の必然と

して実現されることを望んだネルセスだが、困難な現実に直面する中で、一人一人の神

に対する信仰と善き行いこそが一致を成し遂げる唯一の道であると主張するに至った。

その一方で、ビザンツとの教会合同をめぐる議論の中で見せたネルセスの宥和的姿勢は、

「教会はひとつであるべき」という理想論に動機付けられたものというよりは、現実に

即した対応であった。また、ネルセスの信仰告白に見られるキリスト論は、厳密な用語

の定義に基づいて「一」の中に「二」が存在することを宣言するカルケドン的体系より

も、「二」（あるいは多）の「一」への志向性を強調するアルメニア教会の伝統的なキリ

スト論に近いことも明らかにされた。 
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付録 

ネルセス・シュノルハリの著作一覧 

 

本稿で言及した作品には脚注参照での表記を下線で示した。 

 

韻    文 

 

Vipasanutʿiwn『叙事詩』 Վիպասանութիւն (1121年) 

Ներսէս Շնորհալի,Վիպասանութիւն, Քննական բնագ., ծանոթագր. և առաջաբ. հեղ.՝ 

Մ.Ս. Մկրտչյան (Երևան : ՀՍՍՀ ԳԱԱ հրատ., 1981). 

 

Ołb Edesioy『エデッサの哀歌』 Ողբ Եդեսիոյ (1145-6年) 

Ներսէս Շնորհալի, Երգեր : Եդեսիայի ողբը: Առաջաբ. և թարգմ.՝ Լ. Միրիջանյան 

(Երևան : Սովետական գրող, 1982) （原文テキストと現代アルメニア語訳） 

（英語訳）Van Lint, Theo M. Lament on Edessa by Nerses Snorhali. Krijnie Ciggaar & Herman 

Teule (ed.), East and West in the Crusader States II (Leuven: Peeters, 1999), 29-48.  

 

Ban hawatoy『信のことば』Բան հաւատոյ（1151 年） 

«Բան հաւատոյ», Տն. Ներսեսի Շնորհալւոյ բանք չափաւ (Վենետիկ: Սուրբ 

Ղազար տպ., 1830), pp. 168-227. 

 

Yisus 『子イエス』 Յիսուս Որդի （1152年） 

Ներսէս Շնորհալի, «Հիսուս որդի»: Վիպասանական ողբերգություն, գրաբարաց 

թարգմ. Վ. Ղազարյան (Երևան: Ապոլոն, 1991).（原文テキストと現代アルメニア語訳） 

（英語訳）Misha Kudian (trans.) Jesus, the Son (London: Mashtots Press, 1986). 

（仏語訳）Isaac Kechichian (trans.) Jesús, Fils unique du Père (Paris: Editions du Cerf, 1973). 

 

Yałags erkini Յաղագս երկնի եւ զարդոց նորա『天とその装飾について』 (1162 年) 

Ներսէս Շնորհալի, Յաղագս երկնի և զարդուց նորա; Հանելուկներ; Ողբ Եդեսիոյ, Գ. 

Ա. Հակոբյան, և Լ. Վ. Միրիջանյան (Երևան: Հայաստան, 1961). 
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Hawatov xostovanim『信とともに告白します』 

 Հաւատով խոստովանիմ（1160年代？） 

Preces Sancti Nersetis Clajensis Armeniorum Patriarchae (Triginta sex linguis editae) (Venetiis: 

Typs PP. Mechitaristarum,1882)：2013 年のリプリント Ներսէս Շնորհալի, Հաւատով 

Խոստվանիմ (Երևան: ԵՊՀ Հրատ., 2013)（アルメニア語その他 35か国語の翻訳） 

 

『詩歌集』Տաղեր եւ շարականներ 

Ներսես Շնորհալի: Տաղեր և գանձեր, աշխատասիրութեամբ Ա. Քյոշկերյան 

(Երևան: ՀՍՍՀ ԳԱ հրատ., 1987) 

 

書   簡 

Tʿułtʿkʿ『ネルセス・シュノルハリ書簡集』 

Ընդհանրական թուղթք ս. Ներսիսի Շնորհալւոյ (Երուսաղէմ, 1871) 

Ստամբոլցյանը, Սեդա. Նամականի ԺԲ դար : Հայ-բյուզանդական եկեղեցական 

բանակցություններ (Էջմիածին: Մայր Աթոռ Ս. Էջմիածին, 2011) （現代東アルメニア

語訳） 

Augé, Isabelle. Églises en dialogue : Arméniens et Byzantins dans la seconde moitié du XIIe 

siècle (Louvain: Peeters, 2011), 245-256.（仏語訳） 

Sancti Nersetis Clajensis, Armeniorum catholici Opera, nunc primum ex armenio in latinum 

conversa, Joseph Cappelletti (Venetiis: Typs PP. Mechitaristarum, 1833)（ラテン語訳） 

 

聖 書 注 解 

『マタイ福音書註解』 Մեկնութիւն սուրբ Աւետարանին որ ըստ Մատթէոսի 

Ներսէս Շնորհալի, Յովհաննէս Ծործորեցի, Մեկնութիւն սուրբ Աւետարանին որ ըստ 

Մատթէոսի [մինչև Մտթ. Ե 17 Շնորհալու մեկնութիւնն է, յետոյ՝ Ծործորեցու] (Կ. 

Պոլիս: Աբրահամի ամիրայ Ակնեցւոյ տպարան , 1825). 
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Տէր-Պետրոսեանց, Բ. տպ. (Վենետիկ: Սուրբ Ղազար տպ., 1901). 
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Յովհաննու Իմաստասիրի Աւձնեցւոյ մատենագրութիւնք (Վենետիկ: Սուրբ 
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Anna Comnena 

Anna Comnena, Alexiade : règne de l'empereur Alexis I Comnène, 1081-1118 ; texte établi 

et traduit par Bernard Leib (Paris : Les Belles lettres, 1967), t. 2. 

Arsen Sapareli 

არსენი საფარელი, განყოფისათვის ქართლისა და სომხითისა, Zaza Aleksidze et 

Jean-Pierre Mahé (texté et traduction annotée), Arsen Sapareli: Sur la separation des 

Géorgiens et des Arméniens, Revue des Études Arméniennes 32 (2010). 

Gregorii VII registrum 

Caspar, Erich, Das Register Gregors VII, Epistolae Selectae in usum scholarum ex 

Monumentis Germaniae Historicis, vol. ii (Berlin : Weidmannsche Buchh, 1923), Bk vii, 

ep. 28, 509-10. 
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Kartlis Ts’khovreba (1959) 

ქართლის ცხოვრება, სიმონ ყაუხჩიშვილის გამოცემა, ტომი 2 (თბილისი; 

განათლება, 1959). 

Kinnamos 
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Michel le Syrien (Chabot, 1905) 
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Ottonis episcopi Frisingensis Chronica 

Hofmeister, Adolf (ed.), Scriptores rerum Germanicarum in usum scholarum separatim 
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 Θεωριανοῦ ορθοδόξου διάλλεξις προς τον καθολικόν των Αρμενίων, J. P. Migne (ed.), 
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